






































































































表 1 2020 年度 TOUGH プログラム登録者内訳（単位：人） 
1 年生 2 年生 3 年生 計 
45 6 0 51 
図 2 TOUGH プログラム登録時アンケート調査 
「身につけたいこと」に関するテキストマイニング分析結果 
















なるタイプの国際交流プログラムを企画した。特に日本語 Café と English Café については、国際
交流センター公認の学内国際交流サークルである G-frenz の有志チームが企画・運営に携わること
で、学生が主体的に関われるように工夫した。国際交流センターが現在までに実施したオンライン
プログラム（夏期に実施した海外実践教育オンラインプログラムを除く）を表 2 に示した。 
 
表 2 2020 年度（12 月時点）に実施したオンラインプログラム（Online World Café シリーズ） 





(1) 日本語 Café ① 10 月 1 日 世界最後の日に食べたいものは何？ 7 名 6 名 
② 10 月 15 日 オノマトペ、イスラム教について紹介 7 名 6 名 
③ 11 月 12 日 日本の名前（由来・キラキラネーム） 7 名 7 名 
④ 12 月 10 日 日本と外国のことわざを比べよう 8 名 4 名 
(2) English Café ①  9 月 10 日 英語で質問する練習をしよう 5 名 5 名 
② 10 月 6 日 新入留学生と友達になろう！ 14 名 10 名 
③ 10 月 27 日 コロナ禍での過ごし方を紹介しよう 10 名 5 名 
④ 11 月 30 日 カタカナ英語と和製英語 7 名 7 名 
⑤ 12 月 11 日 2020 年を振り返ろう！ 10 名 12 名 
(3) メキシコ「死者の日」
を知ろう！ 
10 月 31 日 
メキシコの「死者の日」の過ごし方につ
いて（UABCS の学生が紹介） 
7 名 6 名 
(UABCS) 
(4) 中 国 ・ 吉 林 大 学 
オンライン交流会 
11 月 14 日 
・故郷の紹介 
・日本と中国のコロナ禍の過ごし方 





① 12 月 11 日 ゲスト：宮本輝尚氏（JICA アフリカ） 
「国際協力の種類や方法について」 
13 名（7名）*2 
② 12 月 18 日 ゲスト：九笹逸郎氏（JICA 中南米） 
「国際協力に必要なスキルについて」 
27 名（11 名）*2 



























「死者の日」は 11 月 1・2 日に行われるメキシコの伝統的な行事であるが、アメリカで行われる






















写真 3 中国・吉林大学オンライン交流会 
写真 1 日本語 Café 写真 2 English Café 










表 3 オンライン交流プログラム参加後の日本籍の学生の感想結果 
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